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本
市
の
活
性
化
に
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
重
要
と
な

る
が
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
も
影
響
が

出
て
い
る
。

本
市
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
地※
１

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
策

定
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
内
容
を
考
え
て
い
る
の
か
。

気
候
変
動
に
よ
り
発
生
す
る
自

然
災
害
が
頻
発
化
、
激
甚
化
、
広
域

化
す
る
昨
今
、
市
が
救
助
主
体
と
な

り
、
被
災
者
の
救
助
や
避
難
所
・
応

急
仮
設
住
宅
の
設
置
な
ど
が
直
接
実

施
可
能
と
な
る
「
救※
２

助
実
施
市
」
の

指
定
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

気
象
警
報
の
発
表
時
、
市
の
学
童

保
育
は
臨
時
休
所
に
な
る
が
、
一
方

で
保
育
園
と
同
様
に
学
童
保
育
を
開

所
し
て
い
る
自
治
体
は
多
い
。
市
も

子
ど
も
の
安
全
確
保
を
大
前
提
に
制

度
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
令
和
３
年
度
に
策
定
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
地
域
団
体
の
連
携

体
制
が
強
化
さ
れ
た
先
に
あ
る
、

こ
れ
か
ら
の
理
想
と
も
言
え
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
姿
を
示
す
と

と
も
に
、
課
題
に
対
応
し
、
さ
ら

答
本
市
で
は
、
重
症
心
身
障
害
児

者
を
受
け
入
れ
る
短
期
入
所
事
業

の
実
施
や
相
談
窓
口
の
設
置
、
事

業
者
情
報
等
を
発
信
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
の
開
設
等
に
よ
り
、
医
療

的
ケ
ア
児
等
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
相
談
支
援
体
制
を
地

域
社
会
全
体
で
支
え
な
が
ら
、
き

め
細
か
い
支
援
の
継
続
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
法
に
掲
げ
る
各
種

支
援
措
置
を
勘
案
し
な
が
ら
関
係

機
関
と
連
携
し
、
拡
充
策
等
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答
現
在
、
災
害
時
の
救
助
は
、
県

か
ら
の
事
務
委
任
を
受
け
実
施

し
て
い
る
。
本
市
が
救
助
実
施

市
に
な
れ
ば
、
国
と
直
接
協
議

し
、
被
災
地
の
実
情
に
即
し
た
、

よ
り
き
め
細
や
か
で
迅
速
な
対

応
が
行
え
る
こ
と
か
ら
、
将
来

的
に
は
救
助
実
施

市
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
、
今

後
も
引
き
続
き
、

県
と
の
協
議
を

行
っ
て
い
く
。

答
本
市
は
、
夏
休
み
な
ど
小
学
校

が
休
業
日
の
場
合
、
朝
７
時
時
点

で
各
種
警
報
の
発
表
が
あ
れ
ば
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
休
所
と
し
て

い
る
が
、
警
報
の
発
表
が
長
期
間

に
及
び
ク
ラ
ブ
の
休
所
が
長
期
化

し
た
場
合
は
、
保
護
者
の
負
担
が

大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

保
育
園
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
踏
ま

え
、
検
討
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
時
代
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

災
害
時
の
初
動
対
応
強
化
へ

子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
整
備
を

医※
３

療
的
ケ
ア
児
支
援
法
が
令
和

３
年
６
月
18
日
に
公
布
さ
れ
、
９
月

18
日
に
施
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
受

け
て
、
広
島
市
と
し
て
医
療
的
ケ
ア

児
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援

を
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

普
及
が
進
む
再
エ
ネ
施
設
は
、
不

安
定
な
場
所
で
は
法
面
崩
落
や
災
害

の
被
害
拡
大
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

８
月
豪
雨
や
熱
海
市
の
土
砂
災
害
を

受
け
、
斜
面
や
山
林
へ
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
に
は
何
ら
か
の
安
全
確

保
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

「
原
爆
ド
ー
ム
」
を
国
の
特※
４
別
史

跡
と
し
て
指
定
す
る
た
め
、
令
和
３

年
度
中
に
文
化
庁
へ
意
見
具
申
を
し

て
も
ら
い
た
い
が
、
ど
う
か
。

令
和
５
年
度
か
ら
高
校
入
試
が

大
き
く
変
わ
る
。
全
て
の
受
験
生
に

新
た
に
課
せ
ら
れ
る
「
自
己
表
現
」

に
必
要
な
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、

ど
う
指
導
を
行
い
、
ま
た
、
表
現
す

る
こ
と
が
苦
手
な
生
徒
に
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

答
法
改
正
に
よ
り
、
事
業
者
が
森

林
法
等
の
関
係
法
令
に
違
反
し
た

場
合
、
経
済
産
業
大
臣
が
事
業
計

画
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
、
直
接
法
令
に
違
反
し
な
く
て

も
、
適
切
な
土
地
の
選
定
等
を

怠
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
防
災
等
の
観
点
か
ら
指
導
・

助
言
等
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
国

や
庁
内
関
係
部
局
と
の
連
携
を
図

り
、
安
全
確
保
や
環
境
保
全
に
十

分
配
慮
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
促
進
に
努
め
た
い
。

答
原
爆
ド
ー
ム
の
特
別
史
跡
指
定

に
は
、
物
件
の
歴
史
的
価
値
や
こ

れ
ま
で
の
保
存
工
事
の
内
容
な
ど

を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
の
作
成

が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
に
は
、
文

献
な
ど
の
資
料
収
集
の
ほ
か
、
専

門
家
か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
も
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年

度
中
を
め
ど
に
、
必
要
な
作
業
や

報
告
書
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

令
和
５
年
度
中
に
意
見
具
申
が
行

え
る
よ
う
取
り
組
む
。

答
課
題
を
解
決
す
る
過
程
で
、
立

場
や
根
拠
を
明
確
に
し
て
議
論
し

た
り
考
察
し
た
こ
と
を
論
理
的
に

説
明
し
た
り
す
る
な
ど
、協
働
的
・

探
究
的
な
学
習
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
。
表
現
す
る
こ
と
が

苦
手
な
生
徒
に
は
、
少
人
数
で
活

動
す
る
場
を
意
図
的
に
設
定
し
自

分
の
考
え
を
述
べ
る
経
験
を
さ
せ

る
な
ど
、
生
徒
の
特
性
を
踏
ま
え

た
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
の
充
実
を
！

土
砂
災
害
の
芽
を
摘
も
う

早
期
に
文
化
庁
へ
意
見
具
申
を
！

変
わ
る
入
試
へ
の
対
応
は

全
て
の
黒
い
雨
被
害
者
の
救
済

に
は
、
審
査
基
準
の
改
定
を
急
ぐ
べ

き
だ
が
、
い
つ
ま
で
待
て
ば
い
い
の

か
。
今
日
ま
で
に
改
定
さ
れ
な
い
理

由
は
何
か
。
市
は
、
審
査
基
準
の
具

体
的
な
改
定
内
容
を
国
と
ど
う
調
整

し
て
い
る
の
か
。

公
共
交
通
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
利
用
者
が
激
減
し
、
事
業
運
営

が
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
今
後

は
、
路
線
の
減
便
や
廃
止
が
相
次
ぐ

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
地
域
へ
の
影
響

は
計
り
知
れ
な
い
。
引
き
続
き
公
共

交
通
事
業
者
を
支
援
す
べ
き
だ
が
ど

う
か
。

大
学
生
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
２
年
目

は
預
金
も
尽
き
、
大
学
の
支
援
だ
け

で
は
足
り
な
い
。
臨
時
給
付
金
を
再

支
給
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
届
い

て
い
る
。困
窮
す
る
学
生
の
救
済
は
、

政
治
の
仕
事
。
市
は
市
立
大
学
生
へ

の
直
接
支
援
を
拡
充
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

こ
れ
ま
で
の
美
化
推
進
区
域
・
喫

煙
制
限
区
域
の
指
定
で
、
ポ
イ
捨
て

や
受
動
喫
煙
の
減
少
に
つ
な
が
っ

た
。
こ
の
区
域
を
公
共
交
通
主
要
駅

や
学
校
周
辺
に
も
拡
大
し
て
ほ
し
い

が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
令
和
３
年
９
月
、
県
と
合
同
で

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
、
①
高

齢
化
が
進
む
「
黒
い
雨
」
体
験
者

を
早
期
に
救
済
す
る
た
め
の
制
度

改
正
を
急
ぎ
、
遅
く
と
も
令
和
４

年
度
当
初
に
は
運
用
を
開
始
す
る

こ
と
②
援
護
対
象
地
域
は
、
最
低

で
も
「
大※

５

瀧
雨
域
」「
増
田
雨
域
」

を
合
わ
せ
た
地
域
と
す
る
と
と
も

に
、
地
域
外
で
あ
っ
て
も
控
訴
審

判
決
を
尊
重
し
た
制
度
設
計
に
す

る
こ
と
な
ど
の
要
請
を
行
っ
た
。

答
公
共
交
通
は
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
の
進
展
や
運
転
手
不
足
の

深
刻
化
等
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
輸

送
需
要
の
大
幅
な
減
少
に
直
面
し

て
お
り
、
事
業
者
の
経
営
努
力
に

よ
る
存
続
は
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

市
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え

る
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
は
地

方
自
治
体
の
重
要
な
役
割
で
あ

り
、
今
後
の
支
援
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
市
立
大
学
で
は
、
生
活
に
困
窮

す
る
学
生
に
対
し
、令
和
３
年
度
、

応
急
奨
学
金
の
ほ
か
学
内
の
食
堂

や
売
店
で
使
用
可
能
な
金
券
の
配

布
、
食
品
等
の
現
物
支
給
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
学
生
へ
の

直
接
支
援
は
、
学
生
の
実
情
を
把

握
し
て
い
る
大
学
に
お
い
て
、
ま

ず
は
検
討
・
実
施
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

答
区
域
拡
大
は
、
検
討
す
べ
き
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
令
和
３
年
度
か
ら
、

横
川
駅
や
西
広
島
駅
周
辺
な
ど
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
啓
発
文
の
掲
示

等
に
加
え
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
歩
行
喫
煙
や
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
対
策
を
強
化
し
た
。
今

後
、
こ
う
し
た
対
策
の
効
果
を
検

証
し
、
地
元
の
意
見
や
地
域
の
状

況
も
踏
ま
え
た
上
で
、
効
果
的
な

方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

黒
い
雨
被
害
者
の
救
済
を

公
共
交
通
支
援
を

コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
に
支
援
を

喫
煙
制
限
区
域
の
拡
大
を

発
言
項
目

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介

し
て
い
る
質
問
を
含
み
ま
す
。

●
海
徳
裕
志

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
平
成
26
年
８
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復

興
・
恵
下
埋
立
地
（
仮
称
）
の
整
備
状
況

・
高
速
５
号
線
の
安
全
・
安
心
な
工
事

推
進

・
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
へ
の
対
策

・
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
見
直
し

●
石
橋
竜
史

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
支
援
策

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

・
災
害
対
応

・
学
童
保
育

●
渡
辺
好
造

（
公
明
党
・
南
区
）

・
地
域
猫
活
動
の
課
題

・
ペ
ッ
ト(

家
庭
動
物)

と
の
同
行
避

難
・
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
の
施
行
と

今
後
の
課
題

・
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
へ
の

出
席

・
原
爆
ド
ー
ム
の
特
別
史
跡
指
定
と
広

島
原
爆
遺
跡
に
関
す
る
国
の
文
化
財

指
定
へ
の
具
申

・
改
正
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置

法
の
成
立

議会中継＞本会議録画配信
　＞令和３年第３回定例会

本会議録画中継をホームページ
からご覧になることができます！

※紙面の都合上、１人２問以内で掲載しています。
※質問内容は、発言議員本人の提出によるものです。

第３回定例会・本会議
（9/17. 21. 22）一般質問

な
る
活
性
化
を
図
る
た
め
に
行
動

を
起
こ
そ
う
と
す
る
地
域
の
方
々

に
対
し
、
行
政
の
支
援
策
を
示
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
主
体
的
な

取
り
組
み
を
促
し
た
い
。
併
せ
て
、

地
域
に
お
け
る
「
共
助
」
の
取
り

組
み
を
行
政
が
組
織
横
断
的
な
視

点
に
立
っ
て
把
握
し
た
上
で
、
持

続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

す
る
た
め
の
「
公
助
」
の
仕

組
み
を
示
し
た
い
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
関
す
る
懇
談

会
で
の
議
論
を
進
め
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
を

具
体
化
し
、
住
民
同
士
が

支
え
合
い
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
持
続
可
能
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
を
図
っ
て

い
き
た
い
。




